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　社会全体で介護を支える仕組みとして平成12年度にスタートし　社会全体で介護を支える仕組みとして平成12年度にスタートし

た介護保険制度は、18年度に大幅な制度改正が行われ、要介護・要支た介護保険制度は、18年度に大幅な制度改正が行われ、要介護・要支

援認定の見直しや介護予防事業、地域包括支援センター事業などの援認定の見直しや介護予防事業、地域包括支援センター事業などの

「地域支援事業」が創設され、「予防重視型システムへの転換」が図ら「地域支援事業」が創設され、「予防重視型システムへの転換」が図ら

れました。今月は、19年度の介護保険の利用状況をお知らせします。れました。今月は、19年度の介護保険の利用状況をお知らせします。

平成１９年度　介護保険の利用状況年度　介護保険の利用状況

要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計

659 637 544 385 3,792人
128 105 81 69 688人
531 532 463 316 3,104人
28 27 25 25 172人
687 664 569 410 3,964人
17.3% 16.8% 14.4% 10.3% 100.0%

者数（平成20年3月末現在） 表2

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、利

用
者
に
は
利
用
料
の
１
割
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
、残
り
の
利
用
料
９
割
相
当

は
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
給
付
費
の
総
額
は
、

グ
ラ
フ
１
の
と
お
り
約
50
億
２
千
２
０

０
万
円
で
、前
年
度
比
約
３
億
６
千
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
財
源
は
、

40
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
と
国
・
県
・
市

の
公
費
で
賄
わ
れ
て
お
り
、第
１
号
被

保
険
者
の
保
険
料
が
23
・
６
％
で
11
億

８
千
７
５
１
万
円
、第
２
号
被
保
険
者

の
保
険
料
が
31
％
で
、給
付
費
の
54
・
６

％
が
保
険
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

は
３
千
９
６
４
人
で
、制
度
発
足
の
12

年
度
当
初（
１
千
５
３
７
人
）と
比
較
す

る
と
２
・
６
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、認
定
を
受
け
て
い
る
方
３
千

９
７
２
人（
20
年
２
月
末
現
在
）の
内
、

居
宅
・
地
域
密
着
型
・
施
設
の
各
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
数
は
、居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
２
千
１
３
０
人
、地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス（
狭
山
市
民
を
利
用
対
象
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
）利
用
者
99
人
、施
設
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
７
２
７
人
で
す
。全
体
で
は

２
千
９
５
６
人（
認
定
者
中
74
・
４
％
）

の
皆
さ
ん
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

要
介
護
・
要
支
援
認
定
率
は
12
・
６
％　

２
２
１
人
増

○１９年度の介護保険給付費の財源内訳
（グラフ1）

　

表
１
は
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割

合
を
示
し
た
高
齢
化
率
と
第
１
号
被
保

険
者（
65
歳
以
上
）の
内
、介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
に
必
要
な
要
介
護
・

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
割
合

を
表
し
て
い
ま
す
。現
在
、市
の
高
齢
化

率
は
、全
国
平
均
よ
り
低
い
状
況
で
す

が
、団
塊
世
代
の
方
が
65
歳
を
迎
え
る

平
成
26
年
度
に
は
、全
国
平
均
を
上
回

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

表
２
は
、第
１
号
被
保
険
者
と
第
２

号
被
保
険
者（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
）の

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
を
表
し
て

い
ま
す
。認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
数

区　　　　分 年 度 全国平均 埼玉県平均 狭山市

高　齢　化　率
18年度 21.0％ 17.1％ 17.6％
19年度 21.6％ 17.9％ 18.8％

要介護・要支援認定率
（認定者数／第1号被保険者数）

18年度 16.1％ 12.6％ 12.4％
19年度 16.0％ 12.5％ 12.6％

○高齢化率と要介護・要支援認定率の比較 表1

※ 介護保険では、65歳以上の方を第1号被保険者、40歳以上65歳未満の方を第2号
被保険者といいます。また、高齢化率は各年度1月1日現在、要介護・要支援認定
率は、各年度12月末日現在となっています

認定者の約認定者の約７４７４％が介護サービスを利用％が介護サービスを利用

保
険
給
付
費
の
総
額
は
約
50
億
２
千
２
０
０
万
円　

約
３
億
６
千
万
円
増

国庫負担金
8億7千546万円（17.4％）

県負担金
7億5千639万円7億5千639万円

（15.1％）

市負担金
6億2千764万円（12.5％）

第1号被保険者保険料
11億8千751万円
（23.6％）

第2号被保険者保険料
15億5千654万円
（31.0％）

50億2千200万円

国庫調整交付金
1千846万円

（0.4％）
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平成平成１９１９年度　介護保険の利用状況サービス種類名 利用件数 給　付　費 前年度比

①居宅サ－ビス 23億1,922万6,978円 8.9%
訪問介護 12,136件 4億4,815万5,048円 △0.6%
訪問入浴介護 705件 3,376万5,010円 △11.8%
訪問看護 3,748件 1億2,600万9,301円 11.4%
訪問リハビリ 264件 526万3,806円 70.9%
通所介護 11,179件 6億7,803万6,625円 21.0%
通所リハビリ 3,343件 1億9,032万2,901円 10.3%
福祉用具貸与 10,624件 1億4,032万9,350円 △4.0%
短期入所生活介護 3,245件 2億2,417万4,439円 12.2%
短期入所療養介護(老健) 441件 3,266万3,341円 3.6%
短期入所療養介護(療養型) 2件 7万366円 △95.1%
居宅療養管理指導 2,488件 1,914万6,870円 28.5%
特定施設入居者生活介護 788件 1億3,159万1,462円 6.7%
特定福祉用具販売 374件 959万8,577円 13.2%
居宅介護住宅改修費 319件 3,369万6,121円 6.3%
居宅介護支援・介護予防支援 23,988件 2億4,640万3,761円 5.4%

②地域密着型サービス 1億7,379万4,249円 9.4%
認知症対応型通所介護 399件 3,819万4,033円 25.3%
認知症対応型共同生活介護 592件 1億3,560万216円 5.6%

③施設サービス 22億6,876万8,792円 6.9%
介護老人福祉施設 4,783件 11億3,375万5,304円 5.9%
介護老人保健施設 2,578件 6億3,767万2,523円 11.6%
介護療養型医療施設 1,338件 4億9,734万965円 3.6%
計（①＋②＋③） 47億6,179万19円 8.0%

④ 審査支払手数料 82,454件 744万5,584円 △4.5%
高額介護サ－ビス等費 7,153件 7,190万3,671円 7.6%
特定入所者介護サービス等費 7,302件 1億8,133万2,470円 2.8%
保険給付費 ①＋②＋③＋④ 50億2,247万1,744円 7.8%

○サービス種類別利用状況 表3

区　　　分 要支援1 要支援2 要介護1

第1号被保険者 250 351 966
65～75歳未満 51 75 179
75歳以上 199 276 787

第2号被保険者 5 17 45
総 数 255 368 1,011
構 成 比 6.4％ 9.3% 25.5%

○要介護度別の要介護・要支援認定

　

平
成
18
年
度
か
ら
、要
介
護
状
態
な

ど
に
な
る
可
能
性
の
高
い
65
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、通
所
型
介
護
予
防
事
業

「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
・
ち
ゃ
き
ち
ゃ
き
倶

楽
部
・
狭
山
台
」を
狭
山
台
北
小
学
校
地

内
で
開
始
し
ま
し
た
。

　

19
年
度
は
、運
動
器
の
機
能
向
上
・
栄

養
改
善
・
口こ

う

腔く
う

機
能
の
向
上
の
た
め
の

総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、週
２
回
・
２

時
間
・
３
か
月（
24
回
）を
１
コ
ー
ス
と

し
て
19
コ
ー
ス
開
催
し
、１
６
５
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
３
月
に

は
、口
腔
・
栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
の「
か
む

か
む
コ
ー
ス
」を
開
催
し
、週
２
回
・
２

時
間
・
１
か
月（
８
回
）を
１
コ
ー
ス
と

し
て
４
コ
ー
ス
行
い
、39
名
の
皆
さ
ん

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※ 

20
年
10
月
か
ら
、奥
富
幼
稚
園
跡
地

で
も「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
・
ち
ゃ
き
ち

ゃ
き
倶
楽
部
・
奥
富
」を
開
設

　

平
成
18
年
度
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
高
齢
介
護
課
内
に
開
設
し
、19

年
度
か
ら
は
、５
つ
の
日
常
生
活
圏
ご

と
に
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。セ
ン
タ

ー
で
は
、主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
保

健
師
、社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
員

が
連
携
を
と
り
な
が
ら
、総
合
的
に
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務

① 

高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
高
齢
者
の
ご

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、必
要
な

支
援
を
行
い
ま
す

② 
要
介
護
状
態
に
な
る
可
能
性
の
あ

る
高
齢
者
や
、要
介
護
・
要
支
援
認
定

で「
要
支
援
１
」「
要
支
援
２
」の
認
定

を
受
け
た
方
が
、介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

利
用
者
な
ど
と
相
談
し
て
、一
人
ひ

と
り
の
生
活
に
合
わ
せ
た
介
護
予
防

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す

③ 

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
防
止
へ
の

対
応
や
、成
年
後
見
制
度
の
活
用
を

支
援
し
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
権
利

を
守
り
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

質
の
向
上
、ま
た
、計
画
的
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
に
一
層
努
め
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
や
、地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
方
法
な
ど

不
明
な
点
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
高
齢
介
護
課
へ
内
線
１
５
５
１

通
所
型
介
護
予
防
事
業「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
・
ち
ゃ
き
ち
ゃ
き
倶
楽
部
」

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
支
援
の
総
合
窓
口


